
福島県失語症者のつどいinいわき 開催報告 

 

 令和７年度失語症者のつどいinいわきが9月20日（土）いわき文化センターで開催されま

した。対面開催は５年ぶり、今年で16回目となり、久しぶりに対面で交流を深めることが

できました。 

 

 今年の参加者は失語症当事者の方20名、ご家族10名、支援者やST50名、学生40名でし

た。昨年に引き続き、失語症者意思疎通支援者派遣事業で今年度の講習を受講している14

名が実習として参加し、受付業務や実際に当事者の方とのコミュニケーションを行いまし

た。さらに、これまでの卒業生で支援者として県に登録した13名の方が、コミュニケーシ

ョン支援者として当事者の方の支援を行い、失語症者意思疎通支援事業としても貴重な一日

となりました。 

 

 会の前座（オープニングアクト）として、昌平高校フラダンス部のダンスからスタート！

ハワイアンズのあるいわきの南国の暖かい元気とパワーをもらいました。フラダンス部のみ

なさん、ありがとうございました。 

 続いて、佐々木祐輔大会会長（いわきコスモスの会）の開会宣言、実行委員長安部世恵子

STの挨拶がありました。 

 

 体験発表では、佐藤愛弓さん（会津失語症友の会）と梅田春樹さん（福島失語症友の会）

が、ご病気になってからこれまでの生活で大変だったことや頑張ったこと、これからの夢を

発表し、参加した皆さんの胸がいっぱいになりました。 

 

 大田仁史先生の講演「めだかの学校の質をあげよう」では、仲間の大切さとコミュニケー

ションの大切さの話があり、90歳とは思えないその生き生きした笑顔に引き込まれまし

た。大田先生、遠方までありがとうございました。元気と勇気を持つことができました。 

 

 その後、テーブルトークでは当事者の方とSTや家族みんなでテーマに沿った話をしまし

た。最後に発表をして、仲間のことばに耳を傾けました。 

 

 一日を通して、和やかな雰囲気でおひとりおひとりの言葉の大切さを感じる時間でした。

来年は郡山が担当です。多くの皆さまのご参加をお待ちしています！ 



 

 


